
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

No.2036 
11月 27日例会 プログラム 『「お客様本位」「社員重視」「社会との調和」を実現する高い経営品質を目指して』 
               富士ゼロックス岡山㈱ 代表取締役社長 大段 和廣様 
12月 4日例会 プログラム 「忘年家族例会」  於：ダイヤモンド瀬戸内マリンホテル 
11月 27日のメニュー    ・和食御膳 
 

前回（11 月 20 日）例会記録 
 

会員総数 33名 出席者数 23名 欠席者数 10名 出席率 69.70％ 前回補正率 78.79％ 
前回補正者 近藤君 谷口君 

出
席
報
告 欠 席 者 藤田君 林君 東川君 井上君 岸君 近藤君 仲田君 大西君 小野君 山田(次)君 
 
 来 訪 者   高畠 昭嘉様（エコライフ玉野副会長） 
 
 会 長 挨 拶   
 
 本日のゲストの方をご紹介致します。エコライフ玉野副会長の高畠昭嘉様です。ようこそいらっしゃいました。

後程、卓話を頂きます。 
 さて、現在、国税庁による今年度 3回目となる差押え財産処分のためのヤフーオークションを利用したイン

ターネット公売（競売り方式）の買受申込期間中です。今回は宝石、絵画、陶磁器のほか動産 133 物件、宅

地、マンションほか不動産 97物件が出品されています。中には、平山郁夫画伯の石版画「絲綢之路天空（し

ちゅうのみちてんくう）」（見積 20万円）、パンダ金貨 3枚セット（見積 3万 2千円）、ギブソン社アコーステ

ィックギター、幻の焼酎「森伊蔵」１升瓶（見積 3,775円）、ゴルフ会員権などもあり閲覧するだけでも面白

いです。また年明け後に今年度最後のネット公売を予定していますので参加をしてみようと思っています。 
 
 会 長 報 告   
 
・ 本日例会後、臨時理事役員会を開催します。理事・役員の方は出席お願い致します。 
 
 幹 事 報 告   
 
・ 葛尾ガバナー事務所より 2010年 6月開催のカナダ・モントリオール国際大会への参加ご案内が届いてお

ります。 
・ ハイライトよねやま No.117が届いております。 
・ 12月のロータリーレートのお知らせが届いております。1ドル=90円 
・ ロータリーWORLD 2009年 10月号が届いております。 
・ ロータリーの友の英語版が届いております。 
・ 本日 19時より花邑にて新入会員歓迎会がありますので、ご出席の程よろしくお願い致します。 
・ 11 月 27 日の例会場はダイヤモンド瀬戸内マリンホテルですので、お間違いのないようお願い致し

ます（時間は 12:30～13:30）。大阪リバーサイドＲＣより 6名の方が訪問されます。 
・ 他クラブ週報、例会変更通知は回覧させて頂きます。 
 
 臨時理事役員会議事録 11月 20日   
 
 ・ 2010-2011年度理事・役員・委員長承認の件 ⇒ 原案の通り承認。 
 ・ 12月 4日(金)開催の忘年家族例会の件    ⇒ 親睦・家族委員会の提案の通り承認。 
 
 委 員 会 報 告   
 
・ 社会奉仕委員会（三宅(孝)委員長)：エコライフ玉野主催の「里山を守ろう！体験学習講座」第 7回

講座「竹林整備(竹伐採・竹割りなど)」への参加を宜しくお願い致します。 
日時：平成 21年 12月 20日(日)10:00～16:00 場所：水守宮下の広場（「和楽園」の裏） 

 



 

< ２ > 

・ プログラム委員会(谷口委員長)：本日、後期のプログラム依頼表をボックスに入れさせて頂きまし

た。担当者の欄に記載されている会員の皆様には卓話のご協力をお願い致します。 
・ ハイロー会(谷口ハイロー会幹事)：第 169回ハイロー会に多数の参加をお願い致します。 

日時：12月 23日(祝)9:52～Outよりスタート、場所：瀬戸大橋カントリークラブ 
 
 スマイル・ボックス   
 
・松尾君、島田君、谷口君－高畠様、よくいらっしゃいました。 
・三宅(保)君－エコライフ玉野副会長 高畠様、本日は大変お世話になります。よくお出で下さいました。 
・岸君－新入歓迎会、所用で欠席いたします。 
・三谷君、島田君－早退します。 

 
 プ ロ グ ラ ム  「里山保全活動の近況報告」  エコライフ玉野副会長 高畠 昭嘉様 
 
 3年以上にわたるご支援・ご協力並びに 2007年 2月、2008年 9月に続き 3度 
にわたる活動報告の機会を与えて頂いたことを心から感謝申し上げます。 
本日は、「エコライフ玉野」の最近の活動について報告させて頂きます。 
 
1. Bam-Koh-Shiro窯（第 4号炉）の概要紹介 
(1)理想的竹炭専用窯目指して 4度の改造 

*より高品質の竹炭、高い収炭率、より多量・高品質の竹酢液 
1号炉 2006年 8月 28日～2007年 4月 26日稼動 （築窯期間 2006年 4～8月） 
2号炉 2007年 7月 5日～2008年 3月 26日稼動 （築窯期間 2007年 4～6月） 
3号炉 2008年 8月 10日～2009年 3月 30日稼動 （築窯期間 2008年 4～7月） 
4号炉 2008年 9月 14日～ （築窯期間 2009年 4～9月） 

(2)全体イメージ（別紙参照） 竹炭・竹酢液生産装置＋煙害防止装置 
(3)竹炭・竹酢液生産装置の基本構造(別紙参照)：①炉（分離可能）②窯の蓋（焚口、密封用内蓋、ネ

ラシ口）③窯本体（200ℓ ステンレスドラム缶、煙突とドレンを溶接、窯と煙突に温度計挿入口）

④竹酢液採取装置（竹酢液採取用フード、竹酢液採取用煙突、竹酢液採取タンク、煙害防止を兼ね

た二次排煙気化装置） 
(4)4号炉への改造効果と課題 

①抜群の熱効率（燃焼時間 20～30分、後は空気調節のみ）⇒燃料が最少 
②最高温度の上昇（排煙温度 300→500℃、窯温度 500→700℃）⇒硬質な竹炭、製品化率の上昇 
③逆風の影響なし 
④竹酢液の一次採取量の減少、二次採取量の増加⇒蒸留竹酢液の必要性 
⑤デリケートな空気調整に習熟する必要（排煙温度 75℃→150℃に約 4時間） 

(5)改造後の排煙温度変化と理想的温度変化(別紙参照) 
2．「里山を守ろう！体験学習講座」（別紙参照）実施中 
「エコライフ玉野」創立後 3 年間の活動の成果を理論化・体系化するとともに、一層広範な人々にその

成果を広め新たな参加者・協力者を確保することが目的。 
* 貴団体には名義後援とご協力に感謝（第 4回 4名、第 7回数名参加予定） 

    (1)セブン-イレブンみどりの基金の助成活動 
    (2)広域からの参加者（目的の 1つは達成）：総数 45名、9回とも参加（予定者）9名、老若男女様々 
    (3)自宅近くで竹が繁茂して困っている。出来れば竹を伐採し竹炭を作ってみたいとの実践的欲求を持 

った参加者多し 
    (4)「みどりの基金」を使って恒常的に使用する一定の備品を整備することが出来たし、講座成功のた 

めに会員が多数スタッフとして参加 
3．その他の活動 
    (1)玉野市特産品・お宝たまの印に認証される（竹炭、竹酢液） 
    (2)玉野市農林課とキビ・タカキビ栽培（約 1反）⇒アマランサス、ダッタンソバ試験栽培 
    (3)NPO・知的障害者小規模作業所「同舟の園」との協働事業継続 
    (4)岡山県菜の花プロジェクト推進協議会に参加 
    (5)山田・東児地区ボランティア団体連絡会議結成（10/8） 
    (6)国際ソロプチミスト財団「環境貢献賞」獲得出来ず 11位/88（10位まで入賞） 
    (7)その他 


